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 撮影デバイスの高度化、多様化に伴い、昨今大量の画像がストックされるよう
になってきており、現場は増大する人件費、目視検査のばらつき・ヒューマンエ
ラー等に頭を悩ませている。熟達者のノウハウをソフトウェアで自動化出来れ
ば解決出来る可能性がある。 

 そこで期待されているのが人工知能（機械学習）である。現在、人工知能は第
3次ブームの真最中である。将棋や囲碁でプロが人工知能に負けた、というよう
なニュースが大きく取り上げられる状況で、人工知能への期待（不安）が独り歩
きをしている感がある。かつてのブームの際にも、世間の期待と技術レベルの
乖離が大きくなり、急速にブームが終焉することを繰り返してきた。 

 そこで本セミナーでは、機械学習についてまず概観し、主な基盤技術につい
てレビューしつつ、現在できることとできないことを明確にし、以下のような具体
的な応用例について、事例ベースで紹介する。 

[事例] 画像認識、異常検出、 

     3D人体データのレジストレーション、3D人体データのコンツーリング 


